平成２９年度第２回大阪府立学校腎検診判定審査会
日　　時：平成２９年１１月３０日(木)１６：００～１７：１０ 
場　　所：大阪急性期･総合医療センター　本館３階第７会議室
出席状況：５名（椿原委員、勝二委員、飯尾委員、芦田委員、伊賀委員）
（事務局）大阪府教育庁教育振興室保健体育課　指導主事　本田
１　開会

２　挨拶　　

３　議事

（１）一次精密検診受診者の判定について
尿検査二次検査結果において尿蛋白クレアチニン比0.15以上の児童生徒等に対し、同

審査会にて作成した腎専門医及び協力施設リスト中の病院に受診指導の上、受診後の結果報告書に基づき同審査会にて適切な指導がなされているか判定する。
①非専門施設受診の児童生徒について（９名）
　　　すべて、追加指示なし。

　　
　②専門施設を受診し、管理区分「D」以上の児童生徒について（６名）
・５名については、その後の受診結果を確認すること

・１名については、次回１年後の受診指示がでているが、D区分の理由について主治医に

問い合わせること。
③学校検尿と受診時のいずれも尿蛋白クレアチニン比0.2以上で、特に気になる児童生徒

について（３名）
・１名は、主治医が腎生検を予定しているが、受診できていないため、学校から受診勧告をすること。

　　・１名は、検査結果より早期に腎生検を実施できる医療機関を受診したほうが良い。その後の、受診結果を確認すること。

　　・１名は、尿酸値が高い。その後の、受診結果を確認すること。

④eGFR（推算糸球体濾過量）が気になる児童生徒について（３名）

　　・１名は、早期に腎生検を実施できる医療機関を受診したほうが良い。その後の、受診結果を確認すること。

　　・１名は、値が低く、何らかの疾患がみつかる可能性がある。その後の受診状況を確認す

ること。

　　・１名は、次年度の学校検尿まで経過観察とする。

⑤学校検尿時に、尿蛋白クレアチニン比0.15～0.19の児童生徒について（３名）

　　第２回判定対象者140名のうち、学校検尿での尿蛋白クレアチニン比0.15～0.19は35

名。その35名のうち、病院での精密検査で尿蛋白クレアチニン比0.2以上は７名。

・１名はIgA腎症が、１名は免疫グロブリン異常がみつかっている。

・もう１名は、尿蛋白値と尿クレアチニン値を主治医に確認すること。
⑥その他の生徒について
　　・１名は、尿酸値の確認を主治医にすること。

・管理不要、管理区分の記載のない児童生徒等については、次年度も学校検尿二次検査ま

で管理していくという意味で、管理区分「E」とする。
　　
　（２）その他
　　　小児腎臓学会等で本審査会の取組み等について報告する。
４　閉会
